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研究成果の概要（和文）： 

弥生時代のニワトリの骨の形態は、現在動物園などでセキショクヤケイとして飼育されている
個体と同程度にしか家畜化が進んでいないことを明らかにした。この結果を受けて、遺跡から
出土したキジ科の骨の非計測形質に基づく同定基準を作成し、弥生時代のニワトリの検出例を
再検討した。また、縄文時代前期～江戸時代の日本各地の 20 遺跡から出土した鳥類遺体を分析
し、ニワトリとガチョウの骨の検出に努めた。 

 

研究成果の概要（英文）： 

Morphological characteristics of domestic chicken bones in the Yayoi period were similar to ones of 

red-jungle fowls kept in cage and not fully domesticated. Then I tried to find out nonmetric osteological 

characters that are useful for the discrimination of chicken and indigenous wild fowls in Japan. 

Referring to the osteological characteristics, I reanalyzed and reconfirmed zooarchaeological chicken 

bones from the Yayoi period. In addition, I studied bird remains from 20 archaeological sites in Japan 

(Early Jomon to Edo Period) and tried to find out domescit chicken and goose bones. 
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１．研究開始当初の背景 

これまで日本の動物考古学における家畜研

究はイヌとブタが主に対象とされ、反面、弥

生時代のニワトリの骨の記載を除くと家禽に

関する議論はほとんどおこなわれてこなかっ

た。ニワトリは日本に生息しないセキショク

ヤケイ（Gallus gallus）を、ガチョウは日本で

越冬しシベリアで繁殖するサカツラガン

（Anser cygnoides）やハイイロガン（A. anser）

を家禽化したものである。このため、イノシ

シの家畜化に関する議論で生じるような、家

畜個体の再野生化や野生個体との交雑などの

複雑な状況は起こりえない。また、鳥類に特

有の骨髄骨や骨の癒合が短期間で終了する性
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質は、家畜化の発展段階の指標として利用で

きる。これらの利点を生かして家禽史を解明

することで得られる成果は、家畜史を考える

うえで新たな視点を提供できると期待された。 

ニワトリに関する記載は『日本書紀』や

『古事記』に認められ、その最古の骨は弥生

時代中期の遺跡（長崎県壱岐市・唐神貝塚、

原ノ辻遺跡）から検出されていた。これまで

形態の肉眼比較から日本に生息する野生のキ

ジ科（キジ・ヤマドリ）とニワトリを明瞭に

識別できる骨格部位は 3 つに限られていた。

しかし、2009 年度までの研究代表者の研究か

ら、試料がほぼ完全な状態で残存していれば

他の 4 部位でも、試料の計測から家禽化の進

んだニワトリとキジ・ヤマドリの識別が可能

なことが示された。この知見を用いることで、

日本におけるニワトリの起源はさらに遡る可

能性が考えられた。 

ガチョウはニワトリと同様『日本書紀』に

記載があり、江戸時代には市で売買されてい

たとされる。しかし、日本の遺跡から出土し

たカモ科の骨を形質から家禽個体と同定した

例は、管見の限り、研究代表者が報告した江

戸時代の和蘭商館跡（長崎県長崎市）出土例

に限られていた。この文献史上と考古学上の

相違は、遺跡出土カモ科鳥類骨の野生個体と

家畜化の各段階にある個体との識別が困難な

ことに由来すると考えられた。2009 年度まで

の研究代表者による研究によって、安定同位

体解析や古代 DNA 分析、骨髄骨の分析、さら

に幼鳥の骨の観察などを組み合わせることで

家畜化のさまざまな段階にある集団を同定す

る枠組みが確立された。この枠組みを利用す

ることで、カモ科の家禽を遺跡試料から検出

できると期待された。 

 

２．研究の目的 

 家畜化は突然に完成するものではない。そ

のため、ある個体を野生か家畜かに二分する

問いそのものに問題があることが指摘されて

いる。本研究では 6 つの視点から野生状態に

ある個体と家畜化の様々な段階にある個体と

の識別を目指した（図）。 

 人によって個体群が管理される以前の段階

として、人の生活や給餌によって周辺地域が

富栄養化しそこに動物が集まる状態や、牧畜

のように範囲を区切って野生状態から部分的

に個体群を切り離す囲い込みのような活動が

あった可能性がある。ガン類を例に考えると、

集落周辺への寄生が起こると食物の変化が予

想される。例えば農地への寄生によって C4植

物である雑穀類を採食するようになれば、日

本の野生植物の大部分を占める C3 植物との

炭素の安定同位体比の差から炭素の安定同位

体比が重くなることが予想される(1)。さらに

人への寄生が進んで渡りを中止した場合、繁

殖地と日本との降雨や地下水中の水素同位体

比の差を反映して水素の安定同位体比が重く

なることが予想される。 

給餌や囲い込みの結果として野生個体群か

ら一部の個体が隔離された場合、個体群の維

持には繁殖の成功が必要である。鳥類では、

受精後産卵までの間と産卵後の約 1 ヶ月間の

み、雌の髄腔中に二次的な骨（骨髄骨）が形

成される。ガン類は非繁殖期に日本を訪れる

ため、野生個体は骨髄骨を持たない。従って、

骨髄骨を含む骨の出土は、繁殖期まで日本に

滞在し、交尾できる状態に置かれた複数の個

体がいたことを示唆する(2)。一方で、産まれ

た卵のほとんどを人が消費した場合には繁殖

は成功しない。孵化のために適切な環境が整

えられるまでにも時間が必要だった可能性が

ある。 

一般に鳥類では孵化直後の雛の死亡率が非

常に高いため、この段階まで家禽化の進んだ

集団では、幼鳥の骨が検出されることが予想
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図 調査する形質と関連した家禽化対象種の生態

およびヒトの行動。各形質は家畜化のプロセスの異

なる段階で変化が予想されるため、複数の視点を

活用することで家禽化のプロセスをより詳細に復原

できる。矢印は、形質の変化がその後も続くことを

示す。 

 

 



 

 

される(3)。骨髄骨を持つ骨と幼鳥の骨がほぼ

同時期に出現する地域では、家禽を扱う技術

が導入された可能性を考える必要があるだろ

う。反対に、これまで知られている弥生時代

のニワトリのように出土する骨の量が少なく、

また幼鳥の骨や骨髄骨が全く認められない状

況は、成鳥を持ち込むだけでその集落では繁

殖を管理していなかった可能性がある。 

飼育集団中に次世代が生まれると、環境に

よって可塑的に変化する骨の大きさやプロポ

ーションが変化する可能性がある。具体的に

は、体サイズの小型化に伴う骨の短小化や運

動量の減少による筋付着面の構造の衰退など

が考えられる(4)。家畜化の段階がさらに進む

と、卵をより多く産む個体やより大きくなる

個体など、繁殖に参加させる個体が人為的に

選別されることが考えられる。遺伝的に決定

する形質は、この時点になって初めて野生個

体群と異なることが予想される(5)。 

ミトコンドリア DNA の配列が飼育集団と

野生集団で異なるのは、野生集団で絶滅した

系統、もしくは飼育集団になってから新しく

発生した突然変異をもつ系統だけで飼育集団

が構成されるようになったときである(6)。遺

伝的に決定する形態とミトコンドリア DNA

で変化の現れる順番は、野生個体の再導入の

有無と前述のような特定の形質の選択の強さ

に依存すると予測されるが、完全に家畜化さ

れた個体を持ち込む場合を除いて (1)から(4)

の各形質よりは明らかに後になると考えられ

る。 

本研究では、この(1)から(6)の各形質を分析

することを通じて、日本における家禽の歴史

を復原することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

 本研究ではキジ科とカモ科を対象に、野生

状態にある個体と家畜化の様々な段階にある

個体とを識別するために、(1)窒素と炭素の安

定同位体比分析、(2)骨髄骨の観察、(3)幼鳥の

骨の観察、(4)骨の形態の測定、(5)DNA 分析

の 5 つを当初計画していた。このうち(1)と(5)

については、遺跡試料を対象とした実験を当

研究期間中に実施しなかった。その理由は、

(5)についてはより少ない試料の破壊で同様の

結果の得られる可能性があるコラーゲンタン

パクのプロテオーム解析に着手したためであ

る。また、(1)は、(5)あるいはプロテオーム解

析によって種の判別した試料に対しておこな

うべき破壊分析であるが、研究期間中に分析

すべき試料が得られなかったためである。 

 

４．研究成果 

(1)弥生時代のニワトリの骨形態の調査 

朝日遺跡（愛知県清須市）とカラカミ貝塚

（長崎県壱岐市）から出土した弥生時代のニ

ワトリの足根中足骨を計測し、動物園などで

「セキショクヤケイ」として飼育されていた

個体や様々な品種の「ニワトリ」、日本に生

息するキジやヤマドリの骨と比較した。その

結果、「セキショクヤケイ」の足根中足骨は

「ニワトリ」に比べて相対的に細く、キジや

ヤマドリと同程度の太さであった。また、弥

生時代のニワトリの足根中足骨は、現代の「

セキショクヤケイ」と同程度の太さであった

。これらのことから、弥生時代のニワトリの

長骨は、家畜化の初期段階の「セキショクヤ

ケイ」と同程度の家畜化の傾向を示し、キジ

やヤマドリとの識別は困難なことが示唆され

た。この知見は、弥生時代のニワトリの骨が

これまで見過ごされてきた可能性を示唆する

とともに、キジ科資料の非計測形質による同

定基準の作成が急務であること、弥生時代の

ニワトリの骨の再検討が必要なことを示すと

考えられた。この研究は江田・井上2009（学

会発表⑦）で発表した。 

 

(2)非計測形質に基づくキジ科長骨の同定基

準の作成と弥生時代のニワトリの再検討 

セキショクヤケイを含む現生のキジ科骨標

本計 160 点を検討した。その結果、足根中足

骨、烏口骨、上腕骨、脛足根骨でキジ・ヤマ

ドリとセキショクヤケイ・ニワトリの識別に

役立つ形質が、大腿骨でキジとヤマドリ・セ

キショクヤケイ・ニワトリの識別に役立つ形

質が認められた。これらの形質に基づいて弥

生時代のニワトリの骨を再評価した結果、ほ

とんどの骨でこれまでの同定所見が支持され

た。この研究は江田・井上 2011（雑誌論文①）

および江田・井上 2009（学会発表⑦）で発表

した。 

 



 

 

(3)骨髄骨を指標としたガチョウの同定 

これまでに調査してきたガン族の骨におけ

る骨髄骨の観察記録を再評価してまとめた。

ガン族は日本で越冬し、繁殖はしない。従っ

て出土した骨が繁殖期に死亡した個体に由来

することが明らかになれば、その骨が飼育個

体に由来することが推定できる。産卵前後の

約 1 ヶ月間のみ雌鳥の髄腔に形成される二次

的な交織骨である骨髄骨を指標として、日本

の遺跡から出土したガン族の骨が家禽個体に

由来するかどうかを検討した。この研究は第

11 回国際考古動物学会（フランス・パリ）で

Eda et al. 2010（学会発表④）として発表し、

Poster prize for the quality of the research 

protocols を受賞した。 

 

(4)プロテオーム解析によるキジ科遺跡試料

の同定 

ニワトリ、キジ、ヤマドリの現生の骨標本

からコラーゲンタンパクを抽出し、液体クロ

マトグラフ質量分析計（LC-MS）や飛行時間

型質量分析計（TOF-MS）で種特異的なタンパ

ク断片のピークを検索した。その結果、キジ・

ヤマドリと、ニワトリのコラーゲンタンパク

には LC-MS と TOF-MS の両方で検出可能な

1アミノ酸置換のあることが明らかになった。

このアミノ酸置換を根拠に、遺跡から出土し

たキジ科の骨の種同定に成功した。 コラーゲ

ンタンパクによるニワトリの同定はすべての

骨部位に利用可能で、分析に伴う試料の破壊

は DNA 解析より少なく、さらに DNA 解析よ

りも成功率が高い。このため、今後ニワトリ

の歴史を明らかにするうえで欠かせないツー

ルになると考えられた。 

 

(5)遺跡から出土した鳥類遺体の調査 

伊礼原遺跡（沖縄県北谷町・縄文時代前期

）、草刈遺跡（千葉県市原市・縄文時代中期～

中世）、阿方遺跡（愛媛県今治市・縄文時代

晩期～弥生時代）、朝日遺跡（愛知県清須市な

ど・弥生時代）、久枝遺跡（愛媛県西条市・弥

生時代）、宮ノ下遺跡（大阪府東大阪市･縄文

時代晩期～古墳時代）、青谷上寺地遺跡（鳥取

県鳥取市・弥生時代～古墳時代）、斎院烏山遺

跡（愛媛県松山市・弥生時代～古墳時代）、土

井ヶ浜遺跡（山口県下関市・弥生時代～古墳

時代）、カモイベツ遺跡（北海道斜里町・続縄

文時代～オホーツク文化期）、利尻富士役場遺

跡（北海道利尻富士町・オホーツク文化期）

、雑司が谷遺跡（東京都豊島区・江戸時代）

、日本橋馬喰町遺跡（東京都中央区・江戸時

代）、松山城跡（愛媛県松山市・江戸時代）、

松江城跡（島根県松江市・江戸時代）、中里峽

山遺跡（東京都北区・江戸時代）、萩城跡（

山口県萩市・江戸時代）、和蘭商館跡（長崎

県長崎市・江戸時代）、広島城跡遺跡（広島

県広島市・江戸時代）、番町遺跡（愛媛県松山

市・江戸時代）などの各遺跡から出土した鳥

類遺体を分析し、ニワトリとガチョウの骨の

検出に努めた。その結果、萩城跡や和蘭商館

跡などの江戸時代の遺跡でニワトリの骨が検

出された。江戸時代以外の遺跡では、宮ノ下

遺跡の弥生時代～古墳時代の包含層より、ニ

ワトリの骨が検出された。宮ノ下遺跡で検出

したニワトリの骨は、管見の限り近畿地方で

最古のものである。一方、ガン族の骨は草刈

貝塚や和蘭商館跡などの各遺跡で認められた

ものの、骨髄骨や幼鳥の骨は認められず、ガ

チョウと同定できる資料はなかった。これら

の結果は、江田2011（雑誌論文③）や江田・

井上2011（学会発表①）、山崎ら2010（学会発

表③）ほか、遺跡出土動物遺体の調査報告（
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